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秋桜祭が終わり、本格的な冬将軍が到来しました。学園にはクリスマスのイルミネ

ーションが点灯しました。寒さがより厳しくなりますが、健康に留意され、良い年を

お迎えください。 

 

■同窓会だより 

●年末年始休暇 12月23日（土）～1月8日（月） 

●秋桜祭    11月11日（土）・12日（日）に参加しました。 

秋桜祭では、3号館１階において、４つのネットワークの紹介、9月に実施した「ワーキン

グ秋祭り」など活動内容の紹介記事を作成し、３枚のパネル展示をしました。 

また、メールマガジンの案内チラシを配布し、その場で登録してくださる方もいました。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●オープンミーティング＆新年会開催のご案内 

＜2018 年 1 月 20 日土曜日 15 時より＞ 

ワーキングクラブでこれからやってみたい事、仲間集めの方法など話し合いましょ

う。4つのワーキングに参加している方、メルマガを購読されている方など、多くの方々

の参加をお待ちしています。卒業生ならばどなたでも参加できます。 

＜オープンミーティング＞ 

2018年1月20日（土）15時から17時 学園本部館1階 第１会議室（予定） 

＜新年会＞ 

2018年1月20日（土）17時15分から19時ごろ 三軒茶屋駅周辺 

（＊場所は参加申込者に後日ご連絡。会費4,000円程度） 

・申し込み先：光葉同窓会 Fax 03-3411-4066  E-mail:dousoukai@swu.ac.jp 
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■広げよう光の葉 

濱田 康子さん 1993 年 文学部英米文学科卒 （渋谷・目黒支部） 

 

「社会人メンターとして学生さんと話す時」 

私が昭和女子大学の「社会人メンター」に登録するきっかけになったのはフリーランス

で仕事をするようになった 3年前です。キャリアカウンセラーの仲間から、登録してい

るメンターの約 80%は他大学の卒業者だと聞きました。卒業生として役に立ちたいと思

い、これまで 150 名以上の学生さんと関わる機会がありました。そこから私が感じたこ

とを 3つご紹介したいと思います。 

1) 学生さんが積極的 

個人面談やグループで対話をする機会がありますが、どこに行っても事前に質問を準

備され、しっかりと聞く姿勢が見られました。3年生の「女性のキャリアと社会」の

授業で私のキャリアをお話しさせていただいた際に提出された約 100 人分のレポート

には、みなさんが何を感じて、それをどのように活かしていきたいのかと共に、就職

に向けての計画を立てられていました。 

2) 授業が参加型 

大学の授業が大きく変わっています。講義に加えて実践的な参加型の授業がありま

す。例えば、企業と協同して商品開発する。（KFC「たっぷり野菜のチキンラップ ご

ぼう＆ひじき」）地域のパン屋さんと一緒に「世田谷パン祭り」を企画運営する。7

年連続女子大就職率がナンバーワンという記録が更新されているのは、このような学

びが役立っているのではないかと思います。 

3) 世の光となろう 

自分を磨き、互いを尊重しあい、社会や地域に貢献できることを目指していますが、

実行は難しいと思っていました。しかし、学生さん達からの質問に答えるために、人

生を振り返ることで共有できる経験が見つかりました。サークル活動を通しての団体

行動の大切さを学んだこと。長い休みに海外旅行に出かけたこと。そのためのプラン

ニングや語学力をつけて友達と一緒に多くの国を訪ねたことなどなど。楽しかったこ

とだけではなく、もっと学生時代に勉強しておけばよかったなぁと後悔することもあ

りました。 

私の経験をお伝えすることで、学生さん達の不安が解消され、前に一歩踏み出す勇気

を持てたと伺った時は、嬉しかったです。そんな時、「世の光となろう」という目標

に近づいているのではないかと感じています。その気持ちを詠みました。 

     学び舎に 戻りて紡ぐ 糸二本 我の人生 妹の将来 

 これを読んでくださった方が、お一人でも多く「社会人メンター制度」で活動してく

だされば幸いです。                                            End 


